・心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）

今年度の運営の目的

　平成２１年度のワーキンググループの話し合いで確認できた課題の解決に向けて、各機関の協力が得られる範囲で実施できそうな事業（取り組み）を検討し、連携を強化していく。また、人材育成を目的とした研修内容も見直していく。

１、連携の強化について

◎課題解決に向けた取り組みの実施と確認

　連携強化を目的とした課題解決に向け、児部会の関係機関を年齢段階に応じて二分し、それぞれの段階での取り組み（試行事業）を行う。

1 早期発見段階の今年度の取り組み

参加機関

	保健センター、子育て支援課、家庭相談員、助言機関（豊田市こども発達センター）、相談支援連絡会リーダー（ひかりの丘）、事務局（福祉課）


情報交換について

○園長会や保健師向けの研修で、お互いの事業内容等を説明しあう機会を年に１～２回程度設けていく。

保育園の園長向け…健診や教室の目的や内容など。１０月５日（火）に実施。

園長、副園長向け…健診の様子を直に見学。月１回程度、１園ずつ実施。

（以上は、保健センターの負担にならない程度に実施。幼稚園にも声をかける。）

保健師向け　　　…入園説明会や入園面接の目的や内容の説明。指導保育士が講師。

　　　　　　　　　１１月４日（木）に実施予定。（１時間程度）

－スケジュール－

	月
	１０月
	１２月
	２月

	内容
	健診の目的・内容確認（保育園園長向け）
	
	

	
	
	健診見学（３歳児）

（園長・副園長向け）
	
	

	
	入園説明会の目的

内容確認（保健師向け）
	
	


スタッフの相互協力について

子育て支援センター（親子ふれあいルーム）の活用

· 保健センターの健診事後教室「のびのび教室」の参加者が増加し、児１人ひとりに合わせた丁寧なスクリーニングがしづらい状況にあることが分かった。

· 児の発達の偏りや親の関わり方をフォローするのは療育（ひよこやふたば）であり、児の養育の仕方などをフォローするのは育児支援（子育て支援センター…親子ふれあいルーム）であると考える。
→以上のような状況から、子育て支援センター（親子ふれあいルーム）をうまく活用することが課題解決の方法の１つとなりうるのではないかと考え、親子ふれあいルームに専門性を持った保健師等の派遣協力を行うことを検討。

○各職種への効果、振り返りの実施

　保健師　健診前…事前観察　健診後…のびのびに来ない児のアフターフォロー（追跡）

　　　　　相談事業を増やすことでの住民へのサービス向上（キャッチの網の目を増やす）

　保育士　保健師の視点を学べる　お互いの職種の連携の機会が増える（一緒に動くなど）

　事業後には、福祉課等のスタッフを交えて振り返りの機会を設ける

□今後の方向性

	・子育て支援課の相談員もわくわく教室に出向いており、その取り組みはそのまま継続。年間スケジュール通り実施してもらう。目的や内容を今行っているものにプラスして、みよし市の保育園入園前の流れ、保健センター（保健師）との連携の必要性をわくわく教室スタッフに対して説明してもらう（可能な限り、福祉課清水が同行。）。

・保健センター保健師は、１０月からのわくわく教室に参加させてもらう。実施園はすみれ保育園とし、園長、副園長との打ち合わせを行った。

・初回実施は１０月７日（木）。
・子育て支援センター統括の近藤氏にも今回の取り組みを伝えておく必要があり、目的や概要などは事務局が伝えに行く。

・伝える内容に差異があってはいけないため、基本的な資料を作成し、認識の共有化、意識の統一を図る。


－参考－

・現状　のびのび参加人数が増加してきている

・課題　場所・スタッフの確保、スクリーニングの質低下の防止

・解決策　定期的な見直し（実施中）、紹介先の創設、基準の明確化
・そのために必要なこと　→人材育成

	健診

カンファレンス（保健師、家庭相談員、心理師）


　　　　　フォロー要　　　　　　　　　　　　　　　微妙…　　　　　　フォロー不要


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（６ヵ月後にチェック）

　　　　　より専門的な療育要


保健センター


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０回）



　　　　　より専門的な療育要





	小学校



1 子育て支援センターは子育て支援の一環として敷居が低い。療育機関としては期待できないが、子育て支援センタースタッフが発見や話を聞く力をつければ、紹介先として期待できる。

2 特定の園に一定期間、保健師や家庭相談員が同席することにより、着目点などを伝えていく（相談がなくてもよい、自然に体制が作れる）。お互いの役割を確認しあう。

② 就学段階での連携の検討
　参加機関
	子育て支援課、家庭相談員、幼稚園代表、教育委員会、助言機関（豊田市こども発達センター）、相談支援連絡会リーダー（ひかりの丘）、事務局（福祉課）


就学に関する情報の共有（問い合わせのワンストップ）について
○園長会（保育園・幼稚園）などで、就学指導のスケジュール等を説明する機会を、年に１～２回程度設けていく。

　年度当初の園長会に教育委員会指導主事が出席し、就学指導のスケジュールを説明する。各保育園（幼稚園）園長クラスは就学指導の流れを把握しておき、保護者からの問い合わせに対応。分からない点については、教育委員会指導主事に聞く。（窓口を一本化）

ケース検討について

・自立支援協議会として、就学（入学）前後の児童のケース検討を行っていく。

・ケース検討を行う中で、各機関の連携を図るとともに地域課題を集約し、学校側に引き継ぐ情報としてはなにが必要なのかを再確認していく。

計画　入学前・後の児童のケース検討を開催

効果　→　各機関の連携強化、学校へ提供する情報の再確認

○具体的な方法

年に３～５ケース程度、これを３～５年続けて行い、連携を強化するとともに、地域の課題も集約。さらに、就学前の関係機関がどのような情報を小学校側に渡せばよいかということについても再確認していく。

－スケジュール－

	2010
	2011
	2012
	2013
	2014
	2015

	ケース検討

開始
	
	
	定例としては一旦終了。
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	個別に配慮が必要な方はケース検討続行


□今年度の取り組み（予定）
	· 今年度は、試行的に実施予定。ケース検討の方法にいくつかのパターンを設け、情報を収集するためにはどのパターンで行うことが望ましいかを検討していく。
（ケース案）

1 ふたば～地域園（保育園、幼稚園）から小学校の普通学級
2 ふたば～地域園から小学校の特別支援学級
3 地域園から特別支援学校小学部
以後は、事務局や助言機関で案を示し、各機関と調整していく。

· 時期は未定（１２月～年末で年内１～２回程度）。
· 対象児については、保護者の了解を取り、また、できれば教師が参加しやすくなるように教育委員会と打ち合わせを行う。
· 今年度設置されたみよし市教育支援センターや特別支援教育連携協議会についても説明してもらい、これらとの連携についても検討・調整していく。


２、研修について

　みよし市障がい者自立支援協議会として（豊田市こども発達センター、あいち発達障害者支援センターに）依頼している研修の追加と内容の充実を図っている。
	依頼機関
	対象
	内容
	時期（予定含）

	豊田市

こども発達センター
	保健師
	こどもの言語発達の理解と支援
	９月３０日（木）

	
	
	未定
	２月頃

	
	保育士・

幼稚園教諭
	講演（主任向け）
	５月１４日（火）

	
	
	事例検討（すみれ保育園）
	６月１５日（火）

	
	
	講演（中級編、心理士講師）
	８月１６日（月）

	
	
	豊田市こども発達センター見学
	９月7,9,14日

	
	
	事例検討（三好文化幼稚園）
	１０月２２日（金）

	
	
	事例検討（なかよし保育園）
	１１月１９日（金）

	
	保健師・保育士
	通園施設１日実習
	１１月1,2,8,12日

	あいち発達障害者

支援センター
	保健師
	未定
	未定

	
	保育士・

幼稚園教諭等
	発達障害について
	年末


· 上の研修では、みよし市障がい者相談支援事業の相談員も可能な限り参加する。
３、心身障がい児部会　Ｈ２２年度スケジュール（案）

	時期
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	H22 １月
	２月
	３月

	部会
	


	

	

	

	

	


	


	


	

	

	参加機関
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	事務局等
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


今年度の成果の確認


各機関の事業報告


全体会への報告まとめ


来年度の方向性等（予定）





各段階の


話し合い





事務局、助言機関等と参加機関で、今年度の取組状況と課題の確認及び各機関の調整。





各段階の


話し合い





発達障害者支援センター講演会


（12月予定）





各段階での取り組み





第２回


部会開催


（11月9日）





各段階での取り組み





年度前半の各段階での取り組みや話し合いの報告、今後の研修内容の検討等


情報の共有化





各段階の


話し合い





終　結





早期発見：親子教室へのスタッフ協力。これらを行う中での課題の把握など。





第１回


部会開催


（7月）








今年度の部会の方向性


（連携の強化、研修の充実）今後のスケジュール、みよし市教育支援ｾﾝﾀｰについて等





提供する情報を確定





課題の整理、提供する情報の確認








連携の強化、課題の集約








第３回


部会開催


（2～3月）








各機関の事業・研修　個別支援会議等（随時）





打ち合わせ（随時）、全体会・運営協議会への報告まとめ（会議前）





のびのび





子育て


支援センター


わくわく教室





役割確認！


機能強化！





ひよこ





ふたば





発達センター


通園施設





保育園・幼稚園








